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北海道を代表する食のプロ
フェッショナルに、本道沿岸
で獲れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂きます。

先
日
、
仕
事
で
浦
河
町
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
車
で
走
る

太
平
洋
の
海
岸
線
は
と
て
も
爽
や
か

で
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。

浦
河
町
が
あ
る
日
高
地
方
と
言
え

ば
日
高
昆
布
が
有
名
で
す
よ
ね
。
日

高
昆
布
は
ほ
の
か
な
甘
味
を
持
つ
味

わ
い
深
い
ダ
シ
が
取
れ
、
食
べ
る
と

肉
厚
で
や
わ
ら
か
。
”
ダ
シ
に
よ
し

食
べ
る
に
よ
し
“
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

万
能
昆
布
な
の
で
、
多
く
の
料
理
人

に
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
長
年
、
昆
布
に
含
ま
れ
て
い

る
栄
養
素
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
ま

す
。
特
に
水
溶
性
食
物
繊
維
の
「
フ

コ
イ
ダ
ン
」
や
「
ア
ル
ギ
ン
酸
」
が

豊
富
で
、
腸
内
環
境
の
改
善
作
用
に

は
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
フ
コ
イ
ダ
ン

や
ア
ル
ギ
ン
酸
は
腸
内
細
菌
の
う
ち

体
に
有
用
な
働
き
を
す
る
善
玉
菌
を

増
や
し
、
腸
内
環
境
を
整
え
ま
す
。

幸
福
感
に
関
与
す
る
ホ
ル
モ
ン「
セ

ロ
ト
ニ
ン
」
の
多
く
は
腸
管
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
神
経

を
穏
や
か
に
保
ち
、
前
向
き
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
ホ
ル
モ
ン
。
ま

た
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
も
と
に
睡
眠
を
誘

導
す
る
ホ
ル
モ
ン
「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」

が
作
ら
れ
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
少
な
い
と

メ
ン
タ
ル
に
影
響
し
、
ス
ト
レ
ス
に

弱
く
な
っ
た
り
、不
眠
の
原
因
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。ス
ト
レ
ス
は
体
に
と
っ

て
も
心
に
と
っ
て
も
”
万
病
の
元
“。

水
溶
性
食
物
繊
維
の
多
い
昆
布
は
ス

ト
レ
ス
予
防
に
活
躍
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
昆
布
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
ス
ト
レ

ス
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
は

神
経
を
安
定
さ
せ
る
ミ
ネ
ラ
ル
。
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
る
と
こ
れ
ら
は
尿
中

へ
の
排
泄
量
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
ス

ト
レ
ス
予
防
に
は
欠
か
せ
な
い
栄
養

素
な
の
で
す
。

生
き
て
い
く
中
で
ス
ト
レ
ス
が

あ
っ
て
当
た
り
前
。
ス
ト
レ
ス
に
打

ち
勝
つ
強
い
体
を
作
っ
て
お
く
こ
と

が
大
事
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

昆
布
を
味
方
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

おさ
かなコ

ラム

日高昆布でストレス予防！

上う
え
さ
か坂

マ
チ
コ

お
食
事
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ロ
ン

colan

代
表
／
管
理
栄
養
士
／
料
理
家

／
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

テ
レ
ビ
出
演
、新
聞・雑
誌
な
ど
で
コ

ラ
ム
連
載
や
栄
養
監
修
、レ
シ
ピ・ス

タ
イ
リ
ン
グ
の
提
供
な
ど
を
行
う
。

講
演
会
や
食
事
指
導
、料
理
講
師
、短

大・専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
な
ど

活
動
は
多
岐
。ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
昆

布
や
鮭
の
情
報
を
広
く
発
信
。 
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第
62
回 

決
議
（
令
和
６
年
度
）

将
来
に
繋
ぐ
北
海
道
漁
業
の
構
築

決
議
第
１
号

福
島
第
一
原
発
ア
ル
プ
ス
処
理
水
に
よ
る
漁
業

被
害
へ
の
対
策

１
．
道
産
水
産
物
へ
の
風
評
被
害
防
止

⑴　

道
産
水
産
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
国
内
外
へ
の
情

報
発
信
を
強
化
し
て
風
評
被
害
の
防
止
を
図
る
と
と
も

に
、
中
国
等
に
よ
る
水
産
物
輸
入
規
制
の
撤
回
に
向
け

て
一
層
の
取
組
み
を
図
る
こ
と

２
．
同
処
理
水
の
影
響
を
受
け
た
道
産
水
産
物
の
消
費
・

流
通
の
安
定

⑴　

国
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
「『
水
産
業
を
守
る
』

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
予
算
確
保
と
事
業
継
続
に
よ
り
、

道
産
水
産
物
の
国
内
外
に
お
け
る
消
費
・
流
通
の
安
定

を
図
る
こ
と

３
．
将
来
に
亘
る
漁
業
継
続
に
向
け
た
取
組

⑴　
「
同
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
影
響
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
漁
業
者
支
援
事
業
」
の
実
効
あ
る
運
用
を
行

な
う
と
と
も
に
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

４
．
漁
業
者
に
寄
り
添
っ
た
漁
業
被
害
に
係
る
損
害
賠
償

の
実
施

⑴　

同
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
起
因
し
た
漁
業
被
害
に
つ

い
て
、
本
道
の
漁
業
・
流
通
の
実
態
に
即
し
た
迅
速
か

つ
着
実
な
賠
償
を
行
な
う
よ
う
東
京
電
力
に
指
導
す
る

こ
と

５
．
同
処
理
水
の
新
た
な
処
分
方
法
の
検
討

⑴　

同
処
理
水
の
海
洋
放
出
以
外
の
新
た
な
保
管
方
法
・

処
理
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
る
こ
と

決
議
第
２
号

持
続
的
漁
業
の
た
め
の
資
源
管
理
・
資
源
増
大

対
策

１
．
新
た
な
資
源
管
理
に
伴
う
漁
業
現
場
の
混
乱
回
避
に

向
け
た
取
組

⑴　

新
た
な
資
源
管
理
の
検
討
に
あ
た
り
、
漁
業
者
の
理

解
・
納
得
を
得
ら
れ
な
い
中
で
の
取
り
進
め
は
絶
対
に

行
わ
な
い
こ
と

⑵　

資
源
評
価
の
精
度
、
魚
種
の
生
態
や
漁
法
（
混
獲
）

の
特
性
か
ら
T
A
C
管
理
が
困
難
な
魚
種
に
つ
い
て

は
、
投
入
量
規
制
・
技
術
的
規
制
等
の
手
法
に
よ
り
漁

業
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
を
行
う
こ
と

⑶　

漁
獲
の
大
半
が
混
獲
さ
れ
る
魚
種
の
場
合
、
漁
業
現

場
に
大
混
乱
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
T
A
C
管

理
導
入
の
議
論
に
先
立
ち
、
混
獲
し
た
魚
を
分
別
す
る

技
術
開
発
を
先
行
さ
せ
る
こ
と

⑷　

T
A
C
管
理
検
討
魚
種
の
捕
食
に
よ
る
水
産
資
源

や
操
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

十
分
な
知
見
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
拙
速
な
取
り
進
め
を

行
な
わ
な
い
こ
と

⑸　

T
A
C
管
理
の
導
入
に
伴
う
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
管

理
の
運
用
に
あ
た
っ
て
、
漁
業
者
と
の
協
議
に
よ
り
管

理
上
の
課
題
を
明
確
に
し
、
解
決
し
た
上
で
漁
獲
規
制

の
段
階
に
進
む
こ
と

⑹　

T
A
C
管
理
が
導
入
さ
れ
る
場
合
に
は
、
漁
業
者
・

漁
協
の
経
営
へ
の
支
援
策
も
検
討
す
る
こ
と

２
．
本
道
の
漁
業
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
の
推
進

⑴　

ホ
ッ
ケ
（
道
北
系
群
）
に
つ
い
て
は
、
資
源
評
価
に

よ
る
将
来
予
測
が
困
難
で
あ
り
、
T
A
C
管
理
に
は

適
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
道
、
道
総
研
の
指
導
の
も
と
、

資
源
の
回
復
・
安
定
に
寄
与
し
て
い
る
自
主
的
資
源
管

理
を
発
展
さ
せ
た
「
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
を
基
本
と
し

た
管
理
を
推
進
す
る
こ
と

⑵　

マ
ダ
ラ
・
ブ
リ
等
へ
の
T
A
C
管
理
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
精
度
が
低
い
資
源
評
価
や
混
獲
に
係
る
対

策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
捕
食
に
よ
る
他
資
源
へ
の

影
響
を
最
大
限
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
業
現
場
が

混
乱
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

３
．
水
産
資
源
の
保
護
等
に
向
け
た
密
漁
・
遊
漁
対
策
の

強
化

⑴　

悪
質
巧
妙
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
抑
止
の
た
め
、
取

締
の
強
化
と
更
な
る
罰
則
の
強
化
（
拘
禁
刑
）・
厳
罰

化
を
図
る
と
と
も
に
、
夜
間
遊
泳
・
潜
水
に
対
す
る
規

制
や
届
出
制
の
導
入
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

ク
ロ
マ
グ
ロ
や
秋
鮭
な
ど
の
遊
漁
者
に
対
し
安
全
性

や
水
産
資
源
へ
の
影
響
の
観
点
か
ら
海
上
交
通
ル
ー
ル

の
知
識
が
な
い
ミ
ニ
ボ
ー
ト
の
航
行
規
制
や
実
効
あ
る

採
捕
規
制
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

４
．
外
国
漁
船
に
よ
る
過
剰
漁
獲
の
抑
止
に
向
け
た
取
組

⑴　

外
国
漁
船
に
よ
る
ス
ル
メ
イ
カ
・
サ
ン
マ
等
の
回
遊

魚
へ
の
過
剰
漁
獲
に
対
し
て
、
取
締
の
強
化
や
実
効
あ

る
国
際
的
資
源
管
理
の
枠
組
を
構
築
す
る
こ
と

５
．
増
養
殖
事
業
・
栽
培
漁
業
に
よ
る
資
源
増
大
対
策
の

拡
充
強
化

⑴　

水
産
資
源
の
回
復
・
増
大
を
図
る
た
め
、
増
養
殖
事

業
・
栽
培
漁
業
に
お
け
る
種
苗
生
産
等
の
技
術
開
発
・

育
種
や
施
設
整
備
に
必
要
と
な
る
予
算
を
最
大
限
に
確

保
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行

う
こ
と

⑵　

各
浜
に
お
い
て
自
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ナ
マ
コ
、
カ

キ
、
ア
サ
リ
、
ウ
ニ
、
ツ
ブ
な
ど
の
栽
培
漁
業
に
対
す

る
支
援
の
実
施
や
孵
化
放
流
の
事
業
化
な
ど
、
海
域
状

況
に
適
合
す
る
資
源
の
増
大
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

⑶　

秋
サ
ケ
に
つ
い
て
、
種
苗
生
産
体
制
の
維
持
・
安
定

を
図
る
た
め
、
資
源
の
減
少
要
因
の
解
析
、
孵
化
放
流

技
術
の
研
究
強
化
等
、
実
効
あ
る
資
源
回
復
措
置
を
早

急
に
講
じ
る
と
と
も
に
、
資
源
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
、

国
に
お
い
て
孵
化
放
流
事
業
や
施
設
整
備
に
係
る
支
援

を
行
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

⑷　

昆
布
に
つ
い
て
、
天
然
資
源
の
減
少
要
因
の
原
因
究

明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
増
殖
試
験
の
継
続
と
養
殖
昆

布
の
種
苗
確
保
に
向
け
た
研
究
を
強
化
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑸　

ホ
タ
テ
の
斃
死
や
養
殖
資
材
へ
の
ザ
ラ
ボ
ヤ
の
大
量

付
着
の
原
因
究
明
や
高
海
水
温
に
対
応
し
た
生
産
技
術

の
開
発
等
の
調
査
研
究
を
推
進
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑹　

漁
業
者
・
漁
協
に
よ
る
陸
上
養
殖
の
研
究
や
取
組
に

つ
い
て
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

決
議
第
３
号

漁
業
経
営
基
盤
の
安
定
・
強
化
の
た
め
の
対
策

１
．
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
制
度
改
善
・
新
た
な
資
源
管

理
導
入
に
対
応
し
た
減
収
対
策

⑴　

漁
業
共
済
制
度（
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
）に
お
い
て
、

補
償
水
準
（
共
済
限
度
額
率
）
の
引
上
げ
等
の
制
度
改

善
、「
掛
金
追
加
補
助
率
の
維
持
」
並
び
に
補
償
の
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
漁
業
に
係
る
制
度
の
検
討
・
整
備

を
図
る
こ
と

⑵　

漁
業
施
設
共
済
に
お
い
て
、
定
置
網
に
係
る
制
度
の

抜
本
的
見
直
し
を
図
る
こ
と

⑶　

積
立
ぷ
ら
す
に
お
い
て
、「
漁
場
改
善
計
画
の
見
直

し
に
沿
っ
た
加
入
要
件
の
改
善
」
並
び
に
「
強
度
資
源

管
理
タ
イ
プ
に
お
け
る
払
戻
水
準
の
引
上
げ
措
置
・
特

例
措
置
の
継
続
実
施
と
対
象
魚
種
の
追
加
」
の
ほ
か
、

新
た
な
資
源
管
理
の
導
入
に
伴
う
資
源
管
理
目
標
達
成

の
た
め
の
休
漁
・
減
船
等
に
対
応
し
た
新
た
な
所
得
補

償
対
策
の
導
入
を
図
る
こ
と

２
．
漁
業
経
営
に
お
け
る
コ
ス
ト
削
減
対
策
の
強
化

⑴　

漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
つ
い

て
、
国
の
負
担
割
合
の
更
な
る
引
き
上
げ
を
図
る
と
と

も
に
、
現
行
方
式
か
ら
一
定
価
格
を
上
回
っ
た
場
合
の

上
昇
分
を
補
て
ん
す
る
方
式
へ
の
変
更
な
ど
に
よ
り
漁

業
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

漁
業
用
ガ
ソ
リ
ン
の
免
税
措
置
の
導
入
と
漁
業
用
燃

油
に
係
る
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久
化
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
．
漁
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
計
画
的
設
備
投
資
の

促
進

⑴　

水
産
業
成
長
産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業
の
予
算
を

十
分
確
保
し
、
事
業
を
基
金
化
し
た
上
で
、
補
助
対
象

と
な
る
機
器
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　

⑵　

水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業
（
浜

の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
に
お
い
て
は
、
事
業
の

継
続
と
需
要
に
対
応
し
た
予
算
の
確
保
を
図
る
こ
と　
　
　
　

⑶　

水
産
業
競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
緊
急
対
策
事
業

に
お
い
て
は
、
十
分
な
予
算
の
確
保
と
補
助
対
象
範
囲

の
拡
大
を
図
る
こ
と

⑷　

共
同
利
用
施
設
整
備
に
不
可
欠
で
あ
る
水
産
業
強
化

支
援
事
業
等
の
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

４
．
道
産
水
産
物
の
加
工
・
流
通
対
策
の
強
化

⑴　

水
産
物
需
要
の
減
退
等
に
対
し
て
、
道
産
水
産
物
の

魚
価
維
持
・
流
通
安
定
・
輸
出
事
業
拡
大
等
の
支
援
策

4つの議案が原案通り承認、決議された、第62回北海道漁業協同組合長会議

ぎょれん 阿部会長

議長を務めたいぶり噴火湾漁協 
岩田組合長と副議長を務めたえさ
ん漁協 上見組合長

5 ｜ ｜ 4

　

６
月
13
日（
木
）、札
幌
市
の
第
二
水
産
ビ
ル
大
会

議
室
で「
第
62
回
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
で
は
５
月
13
日（
月
）の

「
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
実
行
委
員
会
」

で
審
議
さ
れ
た
４
つ
の
決
議
案
が
上
程
さ
れ
原
案

通
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、決
議
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

特集1  第62回 北海道漁業協同組合長会議

特集1

第
62
回 

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議

SPECIAL



の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
魚
食
普
及
活
動
へ
の
支
援

を
拡
充
強
化
す
る
こ
と

⑵　

流
通
滞
留
魚
種
の
目
詰
ま
り
解
消
の
た
め
、
特
定
水

産
物
供
給
平
準
化
事
業
の
継
続
と
対
象
魚
種
の
拡
大
並

び
に
大
規
模
な
予
算
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
切
れ
目

な
い
事
業
活
用
を
可
能
と
す
る
た
め
に
基
金
事
業
化
を

図
る
こ
と

⑶　

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
に
伴
い
、
漁
業
の
繁
忙
期

に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
一
時
的
な
労
働
時
間
上

限
の
緩
和
な
ど
、
水
産
物
を
運
搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
手

配
や
輸
送
コ
ス
ト
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
図

る
こ
と
。
ま
た
、
漁
業
者
・
漁
協
職
員
の
大
型
免
許
取

得
に
よ
る
輸
送
手
段
の
確
保
や
水
産
物
保
管
体
制
の
整

備
等
の
漁
協
独
自
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
を
行
な
う

こ
と　
　

⑷　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
伴
い
、
J
R
北
海

道
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
並
行
在
来
線
が
廃
線
と
な
り
、

鉄
道
に
よ
る
貨
物
輸
送
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
道
内
一

次
産
品
の
流
通
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
責
任
に
お
い
て
鉄
道
貨
物
輸
送
の
機
能
を
将
来
に

亘
り
維
持
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
．
本
道
の
漁
業
者
・
漁
協
に
対
す
る
金
融
支
援

⑴　

不
漁
や
自
然
災
害
等
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
経
営
改
善
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
漁
業
者
に
対
し

て
、
漁
業
近
代
化
資
金
の
法
定
償
還
期
限
を
超
え
る
期

限
延
長
及
び
金
融
円
滑
化
に
資
す
る
漁
業
信
用
基
金
協

会
保
証
付
き
長
期
運
転
資
金
の
融
資
措
置
を
講
じ
る
こ

と
⑵　

漁
業
近
代
化
資
金
に
つ
い
て
、
漁
船
価
格
高
騰
等

に
応
じ
た
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
、
実
耐
用
年
数
に
見

合
っ
た
償
還
年
数
の
延
長
、
漁
業
実
態
に
即
し
た
漁
船

ト
ン
数
制
限
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

６
．
地
域
経
済
を
支
え
る
漁
協
経
営
の
安
定
に
向
け
た
対

策
⑴　

前
浜
の
水
揚
げ
が
減
少
し
た
際
の
漁
協
に
対
す
る
支

援
制
度
を
創
設
し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
製
氷
冷
蔵
庫
等
を
有
す
る

漁
協
の
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
家
発

電
施
設
・
消
費
電
力
抑
制
に
資
す
る
機
器
等
導
入
へ
の

支
援
を
行
う
こ
と　

⑶　

漁
協
等
が
保
有
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
不
動
産
取
得

税
や
固
定
資
産
税
等
の
減
免
措
置
等
の
地
方
税
か
ら
の

支
援
を
行
う
こ
と　

７
．
本
道
漁
業
に
お
け
る
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
組

⑴　

新
規
漁
業
就
業
者
や
漁
業
後
継
者
の
生
活
基
盤
の
安

定
化
の
た
め
、
着
業
支
援
給
付
金
に
よ
る
支
援
や
漁
業

技
術
の
向
上
な
ど
の
育
成
支
援
体
制
の
拡
充
を
図
る
こ

と　
　
　
　
　
　

⑵　

新
た
に
創
設
さ
れ
る
育
成
就
労
制
度
に
つ
い
て
、
本

道
の
漁
業
実
態
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
特
定
技
能

制
度
に
つ
い
て
、
在
留
上
限
年
数
や
配
乗
人
数
等
の
人

員
制
限
撤
廃
、
漁
船
漁
業
と
養
殖
業
の
区
分
の
撤
廃
、

陸
上
作
業
（
荷
捌
き
・
陸
廻
り
等
）
の
ほ
か
、
漁
協
自

営
工
場
で
漁
獲
物
を
加
工
す
る
場
合
に
は
漁
業
の
延
長

線
上
の
業
務
と
見
な
す
等
、
他
国
と
遜
色
の
な
い
も
の

と
な
る
よ
う
制
度
の
改
善
や
弾
力
的
な
運
用
を
行
う
こ

と
決
議
第
４
号

本
道
の
漁
場
環
境
を
保
全
す
る
対
策

１
．
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
に
係
る
対
策
の
継
続
・
強
化

⑴　

赤
潮
の
発
生
原
因
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
水
産
動
植

物
等
へ
の
影
響
の
解
明
と
と
も
に
、
赤
潮
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
体
制
の
効
果
的
な
運
用
を
行
い
、
赤
潮
予
見
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
未
然
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

赤
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
資
源
の
回
復
に
は
長
い

期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
赤
潮
対
策
緊
急
支

援
事
業
の
継
続
と
円
滑
な
事
業
活
用
に
向
け
て
弾
力
的

な
運
用
を
行
う
こ
と

⑶　

漁
獲
共
済
制
度
に
お
い
て
、
対
象
魚
種
の
拡
大
や
資

源
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
、
補
助
水
準
の
維
持
等
の
特

例
措
置
を
行
な
う
と
と
も
に
、
北
海
道
赤
潮
対
策
緊
急

支
援
事
業
の
活
用
が
困
難
で
あ
る
漁
業
者
や
漁
業
収
入

安
定
対
策
事
業
の
補
償
対
象
と
な
ら
な
い
漁
業
者
に
対

す
る
新
た
な
支
援
制
度
を
設
け
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑷　

赤
潮
に
よ
り
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
ツ
ブ
等
の
水
産

資
源
に
つ
い
て
、
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
等
を
行
う
と

と
も
に
、
資
源
回
復
と
操
業
再
開
を
早
期
に
実
現
す
る

た
め
、
増
養
殖
事
業
に
係
る
施
設
整
備
を
含
め
、
種
苗

生
産
に
対
す
る
中
長
期
的
な
支
援
を
行
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　

２
．
漁
業
有
害
生
物
被
害
等
の
対
策
の
拡
充
・
強
化

⑴　

海
獣
な
ど
の
有
害
生
物
の
食
害
に
よ
る
前
浜
の
水
産

資
源
へ
の
影
響
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
水
産
資
源
の

回
復
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
に
お
い

て
、
十
分
な
予
算
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
サ
メ
・

シ
ャ
チ
・
ラ
ッ
コ
等
に
対
し
て
事
業
対
象
範
囲
を
拡
大

す
る
こ
と

⑶　

ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
海
獣
類
に
よ
る

漁
業
被
害
に
対
す
る
被
害
補
償
制
度
の
創
設
と
国
の
責

任
に
よ
る
専
従
ハ
ン
タ
ー
の
確
保
な
ど
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と

⑷　

海
獣
が
忌
避
す
る
音
の
周
波
数
を
把
握
す
る
た
め
の

精
緻
な
音
響
調
査
を
実
施
し
、
実
効
あ
る
追
い
払
い
手

法
の
検
討
を
進
め
る
こ
と

⑸　

ホ
タ
テ
の
斃
死
や
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
の
原
因
究
明
と
対

策
の
拡
充
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
除
去
・

処
理
に
係
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

３
．
本
道
漁
業
者
の
操
業
の
安
全
確
保

⑴　

日
本
近
海
に
お
け
る
近
隣
諸
国
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発

射
や
軍
事
演
習
に
よ
り
、
洋
上
の
漁
撈
作
業
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
境
監
視
体
制
の
強
化

と
と
も
に
全
道
を
完
全
に
網
羅
し
た
無
線
局
・
漁
船
間

の
迅
速
な
情
報
受
信
体
制
の
更
な
る
強
化
等
を
図
る
こ

と
⑵　

離
島
・
僻
地
等
の
沿
岸
域
に
お
い
て
は
、
携
帯
電
話

の
活
用
が
困
難
な
エ
リ
ア
が
あ
る
こ
と
か
ら
海
難
事
故

に
対
す
る
備
え
と
し
て
早
急
に
基
地
局
等
の
設
置
を
図

る
こ
と

４
．
水
産
業
に
お
け
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
強
化
に
向

け
た
対
策

⑴　

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
（
藻
場
干
潟
、
水

域
監
視
等
）
に
つ
い
て
、
事
業
の
拡
充
並
び
に
予
算
の

復
活
・
恒
久
化
と
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
を
図
る
こ
と　
　

５
．
自
然
災
害
・
各
種
工
事
等
に
対
す
る
環
境
保
全
に
向

け
た
取
組

⑴　

流
木
被
害
が
発
生
し
た
際
に
、
漁
協
等
の
要
請
に
応

じ
て
、
行
政
が
一
元
的
窓
口
と
な
っ
た
流
木
等
漂
着
物

の
迅
速
な
撤
去
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
流
木
捕

捉
工
の
設
置
等
、
流
木
の
河
川
や
海
洋
へ
の
流
出
未
然

防
止
対
策
の
更
な
る
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と　

⑵　

漂
流
漂
着
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
・
流
木
等

の
漂
着
物
の
撤
去
の
た
め
に
、
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進

法
に
係
る
十
分
な
予
算
措
置
を
図
る
こ
と

⑶　

台
風
や
低
気
圧
被
害
に
よ
る
漁
業
施
設
へ
の
被
害
や

海
岸
護
岸
崩
落
に
対
し
、
補
修
や
強
化
整
備
の
早
期
実

施
や
迅
速
な
支
援
、
海
岸
侵
食
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑷　

河
川
・
湖
沼
改
修
工
事
、
大
型
イ
ン
フ
ラ
工
事
（
新

幹
線
ト
ン
ネ
ル
・
道
路
等
）
等
に
対
す
る
漁
場
環
境
へ

の
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と

⑸　

農
地
崩
落
が
発
生
し
た
際
の
早
期
復
旧
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
農
薬
・
農
業
系
廃
棄
物
の
流
出
等
に

対
す
る
漁
場
環
境
へ
の
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と

⑹　

船
舶
（
外
国
船
を
含
む
）
の
座
礁
事
故
の
未
然
防
止

対
策
並
び
に
事
故
発
生
時
の
座
礁
船
処
理
と
流
出
し
た

油
を
除
去
す
る
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
業

被
害
補
償
の
枠
組
を
構
築
す
る
こ
と　

⑺　

半
導
体
製
造
工
場
の
稼
働
に
あ
た
り
、
取
排
水
を
行

な
う
河
川
へ
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
等
に

よ
り
、
水
産
資
源
へ
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
．
水
産
業
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
資
す

る
取
組
促
進

⑴　

昆
布
な
ど
の
海
藻
類
に
よ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
資

す
る
効
果
に
つ
い
て
、
科
学
的
知
見
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
漁
業
者
が
実
施
す
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
効

果
に
着
目
し
た
海
藻
類
な
ど
の
資
源
増
大
に
向
け
た
取

組
の
支
援
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と

⑵　

河
川
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
漁
業
者
が
実
施
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
抑
制
、
再
利
用
、
再
資
源
化
等
の

取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
漂
着
物
の
堆

積
量
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
廃
網
・
F
R
P
の

廃
船
を
効
率
よ
く
低
コ
ス
ト
で
処
理
が
可
能
と
な
る
体

制
の
構
築
を
支
援
す
る
こ
と　

⑶　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
産
業
構
造
の
転
換
（
Ｇ

Ｘ
）
を
推
進
し
、
北
海
道
の
沿
岸
海
域
を
我
が
国
の
脱

炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
と
し
た
水
素
の
普
及
拡
大
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
水
素
や
蓄
電
池
を
動
力
源
と
し
た

漁
船
の
実
用
化
等
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
．
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
お
け
る
水
産
資
源
・
漁
業
の

影
響
回
避
に
向
け
た
対
策

⑴　

施
設
の
設
置
・
稼
働
に
よ
る
水
産
資
源
へ
の
影
響
に

対
す
る
精
緻
な
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
現

場
が
混
乱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
関
係
者
間
の
十
分

な
協
議
を
促
進
す
る
こ
と

令
和
６
年
度

北
海
道
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰

左から髙野長万部漁協組合長、福原別海漁協組合長、阿部
佐呂間漁協組合長、小川八雲町漁協専務、蝦名北るもい漁
協専務

〈
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
の
表
彰
〉

髙
野
　
勇
一
さ
ん

長
万
部
漁
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

福
原
　
正
純
さ
ん

別
海
漁
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

阿
部
　
與
志
輝
さ
ん

佐
呂
間
漁
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

〈
常
勤
役
員
と
し
て
の
表
彰
〉

小
川
　
勝
士
さ
ん

八
雲
町
漁
業
協
同
組
合
　
専
務
理
事

蝦
名
　
　
修
さ
ん

北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
　
専
務
理
事

7 ｜ ｜ 6

特集1  第62回 北海道漁業協同組合長会議



環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
流
木
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
漁
業
被
害
の
防
止
予
算
の
確
保
や
海
獣
等
に
よ

る
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組
に
加
え
、
国
が
実
施
す
る

大
規
模
河
川
改
修
へ
の
対
応
、
千
歳
市
に
建
設
す
る
次
世

代
半
導
体
工
場
ラ
ピ
ダ
ス
の
取
排
水
に
対
し
て
、
道
へ
の

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
の
実
践
的
取
組
の
一

環
と
し
て
生
産
者
自
ら
が
行
う
海
浜
清
掃
を
継
続
展
開

す
る
な
ど
、
漁
場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
環
境
保
全

対
策
の
一
層
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
、
本
会
の
総
取
扱
高
は
、
３
０
８
５
億
円
、

税
引
前
収
支
は
、
10
億
８
３
０
０
万
円
と
計
画
を
上
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画

次
に
事
業
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
道
漁
業
の
生
産
量
は
依
然
と
し
て
低
水
準
で
あ
り
、

地
域
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
浜
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
本

年
は
、
国
内
消
費
を
基
軸
と
し
た
上
で
海
外
販
路
の
更

な
る
安
定
化
に
向
け
て
総
力
を
挙
げ
、
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
の
組
合
長
会
議
で
「
福
島
第
一
原
発

ア
ル
プ
ス
処
理
水
に
よ
る
漁
業
被
害
へ
の
対
策
」
決
議

の
他
、
合
わ
せ
て
４
つ
の
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
本
道
漁
業
に
と
っ
て
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
各
種
対

策
に
総
力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
会
員

皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
こ
ろ
で
す
。

販
売
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

５
類
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
厳
し
い
環
境

に
あ
っ
た
外
食
業
態
が
好
転
し
、
あ
わ
せ
て
、
巣
籠
も
り

需
要
で
伸
び
た
家
庭
内
の
消
費
に
つ
い
て
も
維
持
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
国
内
販
売
は
堅
調
に
推
移
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
輸
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
円
安
を
背
景
に
更
な

る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
中
国
の
全
面

禁
輸
措
置
に
よ
っ
て
「
ほ
た
て
」「
な
ま
こ
」
な
ど
に
大

き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

購
買
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
系
統
ブ
ラ

ン
ド
資
材
の
新
規
開
発
、エ
コ
資
材
の
利
用
及
び
廃
プ
ラ
・

廃
網
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

漁
政
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
の
変
化
に
打
ち

克
つ
持
続
可
能
な
「
北
海
道
漁
業
の
確
立
」
を
目
指
し
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
福
島
第
一
原
発
ア
ル
プ
ス
処
理
水

へ
の
対
策
」
の
他
、「
本
道
の
漁
業
実
態
に
即
し
た
適
切

な
資
源
管
理
及
び
資
源
増
大
対
策
の
推
進
」
や
「
漁
業

経
営
の
強
化
」
な
ど
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
行
政
へ

要
請
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

懸
念
さ
れ
て
い
た
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、政
府
が
策
定
し
た
「
水
産
業
を
守
る
」

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
確
実
な
履
行
を
強
く
訴
え
る
と
と
も

に
、
風
評
被
害
に
対
す
る
東
京
電
力
へ
の
団
体
損
害
賠
償

請
求
の
枠
組
み
の
構
築
と
請
求
手
続
き
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

な
お
詳
細
は
、
先
ほ
ど
の
組
合
長
会
議
の
決
議
実
行

経
過
で
報
告
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
指
導
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
漁
協
経
営
の
健

全
化
・
適
正
化
に
向
け
た
指
導
継
続
と
、
役
職
員
を
は

じ
め
と
す
る
人
材
の
育
成
・
確
保
へ
の
取
組
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

 

阿
部
会
長 

挨
拶

 

令
和
５
年
度
の
事
業
概
要

本
道
漁
業
の
生
産
量
は
、「
ほ
た
て
」
や
「
い
わ

し
」
の
安
定
的
な
生
産
に
支
え
ら
れ
、
６
年
連
続
し
て

１
０
０
万
ト
ン
台
の
実
績
と
な
っ
た
も
の
の
、
回
復
が
期

待
さ
れ
て
い
た
「
秋
鮭
」
が
予
測
を
大
き
く
下
回
っ
た
他
、

「
昆
布
」「
い
か
」「
さ
ん
ま
」
と
い
っ
た
太
宗
魚
種
の
水

揚
げ
は
依
然
、
低
位
に
あ
り
地
域
や
魚
種
間
の
水
揚
げ

格
差
は
よ
り
一
層
、
広
が
り
ま
し
た
。

生
産
額
に
つ
い
て
は
、
福
島
第
一
原
発
ア
ル
プ
ス
処
理

水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
中
国
の
日
本
水
産
物
の
全
面
禁

輸
や
「
秋
鮭
」
の
不
漁
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
に
比
べ

４
０
０
億
円
ほ
ど
減
少
の
２
７
８
０
億
円
に
留
ま
り
ま
し

た
。

製品扱 900

［単位：億円］

総取扱高の推移

購買 137

利用 0.3

特別会計 1

令和6年度事業別取扱計画
億円

平成31年度

2,534

令和2年度

2,305

令和3年度

2,851

令和4年度

3,413

令和5年度

3,085

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

億円
2,839
総取扱計画

販売 2,700

市場扱 1,800

令
和
５
年
度
の
取
扱
金
額
は
3
0
8
5
億
円

令
和
６
年
度
は「
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る

北
海
道
漁
業
の
実
現
」を
基
本
方
針
に
掲
げ

た
中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
２
ヵ
年
目
と

し
て
総
力
を
挙
げ
て
各
種
対
策
に
取
組
む

　

ぎ
ょ
れ
ん
総
会
は
、阿
部
会
長
の
挨
拶
（
次
頁
に
掲
載
）

の
の
ち
、
新
星
マ
リ
ン
漁
協
の
山
田
組
合
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。「
令
和
５
年
度
の
決

算
」、「
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
」
な
ど
、
７
つ
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議長を務めた新星マリン漁協 山田組合長

製品扱 900

［単位：億円］

総取扱高の推移

購買 137

利用 0.3

特別会計 1

令和6年度事業別取扱計画
億円

平成31年度

2,534

令和2年度

2,305

令和3年度

2,851

令和4年度

3,413

令和5年度

3,085

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

億円
2,839
総取扱計画

販売 2,700

市場扱 1,800
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開会の挨拶をする阿部会長

特集2

第
75
回 

ぎ
ょ
れ
ん
通
常
総
会

SPECIAL
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ラピダス㈱の半導体製造工場の取排水に関して情報交換会を実施

15回目を迎え全国から171社・246名がご参加

　5月31日（金）、TKP札幌駅カンファレスセンターで北海道・
千歳市・ラピダス社（東京）による水産関係団体向けの情報交
換会が開催され、ぎょれんや関連する漁協、さけ・ます増協、
研究機関の関係者が出席しました。
　新千歳空港に近接する工業団地「千歳美々ワールド」敷地内
に建設中のラピダス社の半導体製造工場は、令和7年4月にテ
スト段階となるパイロットライン稼働、令和9年量産開始に向
けて着々と工事が進められています。ですが、半導体製造過程
においては大量の工業用水が必要であるとともに毒性が懸念さ
れる化学物質を用いることから、ぎょれん、北海道漁業環境保全対策本部（事務局：ぎょれん環境部）、
北海道さけ・ます増殖事業協会では事前の速やかな情報開示と漁業関係者に対する十分な協議を行うこと
や、サケ科魚類をはじめとした水産資源の再生産や河川環境、漁獲物の悪影響が無いようラピダス社に対
し指導することなどを本年2月、道に対し要請しておりました。
　この度の情報交換会では、道から安平川から取水し、排水は下水処理場を経て千歳川へ排水を放流す
る取排水計画であることや、難分解性の有機フッ素化合物類（P

ピーファス

FAS）に関する動向などを、千歳市から
は同工場からの排水処理方法と排水施設の工事概要、ラピダス社からは現在計画している排水処理方法な
どが説明されました。これに対し、出席者からは詳細な水質調査の実施と結果の公表や、万が一漁業被害
が発生した場合の対応などについて意見が出され、道では今後も関連水産関係者に対し個別の説明会を行
い、意見交換を行う旨が示されました。

　5月23日（木）、札幌市内のホテルでぎょれんが主催する「道
ぎょれん会 お取引先懇談会」が開催され、全国から171社・
246名のお客様にご参加いただきました。
　開会にあたり主催者を代表して阿部会長は、近年顕著となっ
ている地域間格差や人手不足といった課題に触れながら、「全
国の皆さまに安定して北海道の水産物をお届けすることが大き
な使命。引き続き行政のお力添えも得ながら生産回復に取り組
み、安心・安全な水産物の安定供給実現に向けて努力して参り
ますので、よろしくご理解とご協力をお願い申し上げます」と
挨拶しました。
　続いて菊池副会長からぎょれんの「令和6年度事業推進方向」と題して北海道漁
業の現状や課題、ぎょれんが進めるブルーカーボンやカーボンオフセットといった
環境保全の取組について、資料を示しながら基調報告を行い、休憩を挟んで後半で
は、スポーツジャーナリストの二宮清

せ い じ ゅ ん

純氏を講師に「組織を動かすリーダーシップ
～名将・名選手から学ぶ」と題した特別講演が行われ、参加された方々は熱心に聞
き入っていました。

道・千歳市・ラピダス社に対し、関連水産団体が意見交換を行いました

道ぎょれん会 お取引先懇談会を開催しました

01

02

約50名が出席した情報交換会には多くの報道陣も
集まりました

昨年に引き続き日本全国から多くの方にご参加いた
だきました

スポーツジャーナリストの二宮氏を
講師に特別講演が行われました

全国漁業協同組合学校からのお知らせ
2025年度の学生を募集しています
　全国漁業協同組合学校は、ＪＦグループ唯一の教育機関として、
1941（昭和16）年に創設されて以来、組織を担う「人づくり」を目指
し、漁協など職員としての専門的知識の習得や即戦力として将来の
ＪＦ幹部候補生となる教育を行っています。この度、8月19日（月）より
2025年度の学生募集が開始されます。募集要項・学校案内など詳し
くは右のQRコードより全国漁業協同組合学校のホームページをご覧
ください。
※「北海道ぎょれん奨学金制度」を利用できます（要件を満たせば返済免除になり

ます。詳しくはぎょれん指導教育部まで）。

〇願書受付期間・試験日
・願書受付期間：

第1期　2024年8月19日（月）～
　　　　　　　　　　　　10月11日（金）
第2期　2024年10月30日（水）～
　　　　　　　　　　　　12月16日（月）
第3期　2025年1月6日（月）～
　　　　　　　　　　　　2月4日（火）

・入 学 試 験 日：
第1期　2024年10月29日（火）
第2期　2025年1月17日（金）
第3期　2025年2月18日（火）

開会にあたり主催者を代表して、ぎょれんの副会長であり、環境保全

対策本部の本部長も務めるいぶり噴火湾漁協・岩田組合長は「お魚殖や

す植樹運動は昭和63年から始まり、今年で36周年を迎え、これまでに植

えられた苗木は累計123万本を超えた。正に『継続は力なり』であり、

これからも皆さんと共に続けていきたい。大勢の方々の協力でお魚殖や

す植樹運動が継続できることに深く感謝申し上げる」と述べると、続い

て北海道女性連の高松会長は「豊かな森が豊かな海を育むことを合言葉

にした『100年かけて100年前の自然の浜を』を目指し、地道に植樹活動

を続けることが大切。これからも全道の漁協女性部員と多くの方々のご

賛同・連携のもと、たゆまぬ努力を続けていきたい」と挨拶しました。

また、来賓を代表して道水産林務部の生田森と海の未来づくり推進監

から「道では昨年10月に『道民ひとり１本植樹・育樹運動』を新たに

開始し、全道で500万本の植樹・育樹を目指している。森林作りを通じ

て、北海道の海がより豊かになるよう、将来にわたりお魚殖やす植樹運

動に取り組むことを期待している」とご挨拶いただくと、その後は当別

町森林組合の尾形業務係長より今回植えたミズナラ・ニレといった広葉

樹についての説明や植樹の手ほどきを受け、森林組合によって地ごしら

えされた区域内に500本の苗木を植えました。

累計123万本を超える苗木を植樹

今年も「お魚殖やす植樹運動」植樹行事が開催されました
　5月28日（火）、当別町の道民の森・神居尻地区内「水源の森」にて、今年も「お魚殖やす植樹運動」
の植樹行事が開催されました。気持ちの良い晴れ空の下、北海道女性連や地区漁協組合長会、地区漁
協専務参事会、コープさっぽろ、農林中央金庫、道水産林務部、ホクレン、道内水産関係団体などから
70名以上が集まり、ミズナラ300本、ニレ200本の合計500本を植樹しました。

ぎょれん 岩田副会長

北海道女性連 高松会長

急な斜面や硬い石などにも負けず、全員で協力
し苗木を植えました

植樹指導を行った当別町森林組合の尾形業
務係長

道水産林務部 生田森と海の未来づくり推進監
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

13 ｜ ｜ 12

イライハマチイ
ダワイダロクシ
ナサラグマワモ
ハルマヒイアチ
イタバラジユシ
サレハメヒカリ
キシカタヤブモ

シークワードクイズ
7月のテーマ
「薬草」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　7月は「薬草」がテーマです。薬草を学ぶ資格講座（民間）では、薬草
の薬効や正しい使い方など色々と学ぶことができる様です。    
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉「立てば○○、座れば牡丹、歩く姿は百合の花」とは美
人を形容する言葉ですが、元々は症状に応じた生薬の
用い方を例えたものです。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

ウコン
ウメ
キキヨウ（キキョウ）
キク
キササゲ
クコ
クチナシ
クロモジ
クワ

コブシ
サフラン
サンザシ
サンシヨウ（サンショウ）
シソ
チヨウジ（チョウジ）
ツバキ
ナツメ
ヒガンバナ

6月号の解答と当選者

シクキシザンサ
ナバジキコクヤ
ツバサウヨブワ
クサンシヨウシ
ゲメラガシチナ
ウツフソヒヤチ
クナサジモロク

解 答

リ ス ト

となります。

シシャモ
（神恵内村）ヨ ッ チさん
（根 室 市）ビ ビ リさん
（根 室 市） N . u さん
（初山別村）白　府　美恵子さん
（札 幌 市） T 子 さん



大漁
祈願！

愛
知
県
か
ら
北
海
道
の
実
家
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。こ
ち
ら
は
寒
い
く
ら
い
で
ビ
ッ
ク

リ
で
す
。

（
根
室
市　

ビ
ビ
リ
さ
ん　

44
歳
）

毎
日
高
台
か
ら
海
を
眺
め
て
い
ま
す
。ウ

ニ
採
り
の
船
を
早
く
眺
め
た
い
で
す
ね
。

（
神
恵
内
村　

ヨ
ッ
チ
さ
ん　

65
歳
）

な
み
ま
る
く
ん　
海
の
仲
間
っ
て
感
じ
で

元
気
も
ら
っ
て
ま
す
！

（
根
室
市　

す
ー
さ
ん
）

ウ
ニ
漁
も
始
ま
り
忙
し
く
な
り
ま
す
。

（
利
尻
富
士
町　

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん　

74
歳
）

裏
表
紙
の
鮭
の
唐
揚
げ
美
味
し
そ
う
で
し

た
。や
っ
て
み
ま
す
！

（
根
室
市　

渡
辺
美
智
子
さ
ん　

69
歳
）

今
年
の
夏
も
猛
暑
?!
ホ
タ
テ
に
影
響
し
な

き
ゃ
い
い
な
ぁ
～
…
熱
中
症
対
策
に
全
学

校
に
エ
ア
コ
ン
が
つ
き
ま
す
よ
う
に
!!

（
八
雲
町　

母
。さ
ん
）

５
月
末
に
紋
別
で
、藤
井
八
冠
VS
豊
島
九

段
に
よ
る
名
人
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

行
き
つ
け
の
サ
ウ
ナ
で
は
、そ
の
話
で
も
ち

き
り
で
、勝
負
め
し
を
食
べ
に
紋
別
に
行
こ

う
か
と
思
い
ま
す
。20
年
前
の
２
０
０
４
年

に
も
王
位
戦
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
。す

ご
い
な
紋
別
！

（
北
見
市　

大
分
よ
り
の
使
者
さ
ん
）

道
東
に
も
夏
ら
し
い
季
節
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。６
月
か
ら
よ
う
や
く
棹
前
昆
布
漁
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、予
想
通
り
今
年
は
厳
し

い
漁
に
な
り
そ
う
で
す
。海
の
中
も
い
ろ
い

ろ
と
変
化
し
て
来
て
い
る
の
で
は
？

（
根
室
市　

Ｎ
．ｕ
さ
ん　

74
歳
）

娘
の
保
育
園
に
毎
年
、食
育
講
座
で
き
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。そ
の
時
に
シ
ャ
ッ
ケ
船

長
や
ホ
タ
テ
リ
オ
く
ん
、こ
ん
ぶ
ら
こ
ち
ゃ

ん
の
ノ
ー
ト
を
も
ら
っ
て
き
て
、楽
し
そ
う

に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
お
話
を
聞
か
せ
て
く

れ
る
の
で
、な
み
ま
る
く
ん
に
同
じ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
の
っ
て
い
て
今
回
す
ご
く
喜
ん
で

い
ま
し
た
！

（
札
幌
市　

上
田
唯
さ
ん　

34
歳
）

お
さ
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
可
愛
い
で
す
ね
。

名
前
も
シ
ャ
レ
が
き
い
て
て
最
高
。

（
初
山
別
村　

白
府
美
恵
子
さ
ん　

66
歳
）

ひ
や
ま
漁
協
の
鮭
の
唐
揚
げ
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。早
速
、作
っ
て
み
ま
し
た
。美
味

し
く
出
来
ま
し
た
。次
回
の
浜
の
お
母
さ
ん

レ
シ
ピ
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
札
幌
市　

Ｔ
子
さ
ん　

69
歳
）

編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

皆
様
か
ら
の
お
便
り
、
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

次
の
①
〜
③
を
明
記
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

①
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
へ
の
投
稿（
お
便
り
、

写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
）や
、広
報
な
み
ま
る

く
ん
７
月
号
へ
の
感
想
・ご
意
見
な
ど（
※

１
５
０
字
程
度
ま
で
）

②
11
ペ
ー
ジ
の
シ
ー
ク
ワ
ー
ド
の
答
え

③
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

※「
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
」に
は
①
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は
、図
書
カ
ー
ド

進
呈
や
、お
便
り
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
の
掲
載（
氏
名
、

年
齢
、市
町
村
名
）に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。写
真
や

イ
ラ
ス
ト
は
、返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

低体温症 防ぐためには HELPの姿勢が有効です

11ページの間違いさがしの答え 〈
宛
先
〉 

７
月
24
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　（
郵
便
） 

〒
０
６
０
ー
０
０
０
３

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目
１
番
地

北
海
道
ぎ
ょ
れ
ん 

総
務
企
画
部 

広
報
担
当

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
） 

０
１
１
ー
２
４
２
ー
３
５
４
３

（
電
子
メ
ー
ル
） in

fo
@

g
yo

ren
.o

r.jp

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders
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6月6日よりするめいか漁がスター
トしました。魚体こそまだ小さいも
のの徐々に数量が増えはじめ、浜
は賑わいを見せています。一方、瀬
棚・熊石地区ではひらめの水揚げが
増えてきており、地元では「てっく
い」と呼ばれる大型のひらめも上場
され、注目を集めています。水揚げ
が増え、浜が活気づくことを願って
います。

春定置網漁は7月中旬までの漁期
となっており、終盤に差し掛かって
います。水揚げ数量は時鮭は昨年同
時期の1.2倍、青鱒が4倍となってお
り、鮭鱒類全体で昨年の約1.7倍と
なっています。一方、6～10㎏台の
ぶりが6月17日には、43トンの水揚
げとなっています。一日でも多く出
漁出来る日が続き、皆様の安全操業
と、豊漁が続くことを祈願していま
す。

オホーツク地区にもいよいよ夏が
到来しました。ほたて漁の本操業が
順調に続いているほか、サロマ湖で
も養殖ほたての水揚げが順次開始さ
れる予定です。一方、たこ漁も本格
化するなど、夏漁が賑わいを見せて
います。益々の豊漁と安全操業を、
心より祈願しています。

6月1日からするめいか漁が解禁と
なりました。多くの注目を集めた初
セリの日、函館魚市場では午前５時
30分の鐘の音を合図に威勢よくセリ
が開始され、昨年を上回るK＠8,000
の高値がつきました。するめいか漁
は夏から秋にかけて最盛期を迎え、
年明け1月いっぱいまで続きます。多
くの観光客の方々に味わって頂ける
よう水揚げが回復することを期待し
ています。

春定置網漁がシーズン後半となっ
ています。青鱒が大きく伸長し、時
鮭も徐々にではありますが、増加傾
向です。一方、いわし棒受網漁が始
まり、こちらも豊漁を期待していま
す。そして７月からは成昆布漁が始
まります。昨年の高水温の影響で厳
しい繁茂状況となっていますが、好
天に恵まれ、少しでも豊漁となるこ
とを祈念しています。

夏の訪れを感じる季節となり、オ
ホーツク地区は、ほたて漁が最盛期
となり順調に水揚げが進んでいま
す。利礼地区ではうに漁（のな）が
本格化し、浜はより一層の賑わいを
見せています。
一方、7月から昆布漁が始まりまし

た。天候に恵まれ、豊漁と安全操業
が続くことを願っています。

春定置網漁は終盤を迎え、ます類
とひらめは昨年以上の水揚げとなっ
ています。一方、6月20日から噴火
湾地区で毛がに篭漁が解禁となり、7
月以降には太平洋地区の毛がに篭漁
も解禁を迎え、胆振地区の主要魚種
であるほっき漁も解禁となります。
今後の豊漁を願うとともに、生産者
の皆様の安全操業を心より祈願して
います。

4月下旬から始まった小女子漁は、
昨年度と同様に水揚げが少ない状況
が続いたまま、6月上旬をもって終漁
となりました。一方、6月上旬よりう
に・なまこ漁が順次解禁となりまし
た。資源の減少により、昨年度と比
べてうにの数量は約85％と少なく、
価格は約144％と高値になっていま
す。漁期終漁まで安全操業で順調な
水揚げを祈念しています。

6月15日に貝殻棹前昆布漁の操業
が解禁となりました。あいにくの天
候でしたが、根室市内3漁協に所属す
る200隻弱の船団が、朝6時に納沙布
岬より多くの関係者に見送られ、一
斉に出漁しました。一方、6月12日
には花咲市場で棒受網漁のいわしが
初水揚げされました。これから本格
化する水揚げに、関係者一同期待し
ています。皆様の安全操業と大漁を
祈願しています。

６月に最盛期を迎えるひらめの
水揚げが好調です。５月単月では昨
年対比の約130％となり、6月もま
とまった水揚げが続いています。７
月からは、うに・なまこの水揚げが
本格化し、浜もますます活気づいて
きます。これから夏本番を迎えます
が、熱中症の予防など体調管理に気
を付け、皆様が安全操業で豊漁と
なりますことを心より祈念していま
す。
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材料　4人分

ほたて（活貝）… ……４個

オリーブオイル… 大さじ1

白ワイン………… 大さじ1

ブロッコリー（小）

　…………………1/2本

塩　……………… 適量

（ソース）

生クリーム……… 大さじ２

粒マスタード…… 小さじ1

塩……………ひとつまみ

作り方
➊ほたて貝から殻を外し、ウロを取
り、水洗いする。

　（貝柱にヒモは付いたままにする。）

➋材料を混ぜ合わせソースを作
る。

➌フライパンにオリーブオイルをひ
いて、ほたてを焼く。両面に焼き
色が付いたら、白ワインを加え
て蓋をして弱火で2分程度焼き、
ほたてを取り出す。

➍③のフライパンの焼き汁に②の
ソースを混ぜ入れ、とろみがつく
まで弱火にかける。　

➎ブロッコリーは、一口サイズにカ
ットし、塩茹でする。

➏皿に、ほたて、ブロッコリーを盛
り付け、④のソースをかけたら
出来上がり。

今回は「ほたてのソテー」をご紹介します。

活貝ならではの素材の旨みが引き立ちます。

濃厚なクリームソースが秀逸です。

ほたてのソテー
岡  明海さん 福田 百子さん

北るもい漁協


